
書式第12号（法第28条関係）

2018年度日本ジオパークネットワーク事業報告

2018年5月1日～2019年4月30日

1．事業概要

（1）組織の現状及び推進体制について

①会員加盟状況

2018年9月20日に萩地域が新たに日本ジオパークとして認定され正会員が増となる一方で、準会員である中央アルプス地域が2019年4

月30日に退会した。これにより、 日本ジオパークに認定された正会員は44地域（世界ジオパーク9地域を含む)、 日本ジオパークを目指す

準会員は15地域となり、 JGNは59地域(196市町村）によって構成されている(2019年4月30日現在)。

②事務局体制

JGN事務局は、正職員1名（事務局次長：総括)、臨時職員1名、パート職員1名をJGNとして雇用しており、事務局長1名（糸魚川)、研

修派遣職員1名（下北: 10月～）を合わせ常勤5人体制となっている。このほかに、島原半島（三陸)、隠岐、霧島、Mine秋吉台、下北の5

地域から各1名が事務局次長：業務担当として、また白山手取川、島原半島の2地域から各1名が事務局員として、それぞれネットワーク

の主体として事務局機能を担っている状況である。

③財政状況

2018年度は、ジオパーク活動の更なる展開のため繰越金の繰入等もやむなしとしていたが、事業費の抑制や新規委託事業などの取り組み

と合わせ、イベント等における参加時の献身的な協力により、例年を下回るものの繰越金を残せる結果となった。

(2)重点事業について

①ジオツアーの商品化と企業協賛の拡大

各地城において展開されているジオツアーの評価・分析を行い、 10地域以上からなる商品リストを作成した。また、島根県との連携によ

り、旅行業者を対象としたモニター調査を行い、商品としての課題等を把握した。

また、企業協賛等による財源確保を図るため、両副理事長が中心となってオフィシャルスポンサー募集活動を展開し、各社の理解のもと

大きな支援を得ることとなった。

②人材育成のための活動強化

文部科学省ユネスコ活動費補助金を活用し、 「ジオパークを活用したESD-SDGs学校教育推進モデル・教育旅行推進モデル開発事業」を実

施した。これにより、各ジオパークで蓄積してきた教育コンテンツを集約し、ネットワークとして広く教育実践者に共有する大きな一歩を

踏み出すことができた。また、ジオパークにとっては、他地域での教育事業を知ることで、自地域の事業見直しを多角的に促進できることが

確認できた。 さらに、ユネスコスクールや民間の教育関係者等との横のつながりを強化できた。



③ユネスコ活動の展開と国際連携の推進

SDGs (持続可能な開発目標）に重点を置き、国内外におけるジオパークの普及活動を継続してきた。 5月にはユネスコジャカルタ事務所
と協力し、隠岐UGGpでの「アジア太平洋地域ユネスコ国内委員会等ジオパーク担当者研修会」を開催した。また、国際連携WGを中心とし
て、第7回ユネスコ世界ジオパーク国際会議（イタリア）でのブース出展や海外の活動支援を行いながら、 GGN及びAPGNなど関係機関との
情報共有を図った。 さらに、前年度に引き続きタイでの共同ワークショップを開催した。

これらの成果により、人的な交流が拡大し、ジオパークがない地域への普及に貢献するとともに、 日本ジオパークネットワークの存在を
広くアピールできた。

(3)その他

①普及啓発に関する事業

各種調査活動では、毎年行っている活動状況調査において全60地域から回答を得ることができ、ネットワーク活動への理解が広がったも
のと評価している。

また、ジオパークイベントとしてサイエンスアゴラにおける「世界で一つの岩石標本製作」では、2016-2017と2年連続の参加者特別賞を
受賞するレベルであるが、さらなる発展とスキルの継承を目的に関係者での自発的研修会（島原半島）が開催され、 ll地域から17人が参加
している。

第9回全国大会アポイ岳大会では、 「人口4,000人台の小さなまちで全国大会を受け入れる」という挑戦的な試みであったが、参加登録者
数1,103人、延べ参加者数は5,000人に達し、大きな成果をあげることができた。

②情報収集発信に関する事業

ジオパークマガジンは、各地域の協力のもと第6号を13,000部制作し、各地域及びオンラインショップでの販売のほか、民間事業者等へ

の普及活動に活用し好評を得ている。また、一部ではあるが公共的な施設や病院に配置し反応を調査している。

10周年記念事業では、記念誌制作を進めており、 これまでの日本ジオパークの活動を振り返るとともに、今後のさらなる発展を目指すこ

ととしている。なお、記念誌は2019年の全国大会において大会記念品として配付する予定である。

③活動支援に関する事業

被災地支援等では、 2018年7月の西日本豪雨で被災した四国西予ジオパークに対し、義援金を取りまとめるとともに状況の把握と要望等
の聞き取りを行った。

また、各地域から要請に基づき各種の情報を提供するとともに、講師派遣紹介等を行った。

④認定審査に関する事業

2018年4月から日本ジオパーク委員会の組織体制及び審査基準等の見直し等があったが、各地域のジオパーク関係者の積極的な協力によ
る検討を重ね、ジオパーク活動を支える推進体制を整えることができた。



2．事業の実施に関する事項

事業名 事業内容

(A)実施日時

(B)実施場所

(c)従事者人数

(D)受益対象者の

範囲

(E)人数

事業費

(単位：千円）

①普及啓発に

関する事業

普及啓発用広報物作成

・ リーフレット516,186、送料37,916 （追加注文22地域324,950)

･第10回惑星地球フォトコンテスト後援30,000ほか

ウェブサイト管理

・ウェブサイト管理444,960、契約印紙代4,000ほか

各種調査活動

･活動状況調査2018&ウエブ調査委託702,000、

･国県補助金調査2018、その他調査ほか

･共通費配賦（人件費10%、旅費交通費10%、事務所費10%)

ジオパークイベント

･ｻｲｴﾝｽｱｺﾞﾗﾌﾞｰｽ代等69,030、青少年科学の祭典出展料108,000

･GGN国際会議参加旅費等393,812ほか

大会及び研修会等

･全国大会負担金等200,000、旅費764,262 (大分大会分を含む）

･表彰状等筆代30,240ほか

･全国研修会旅費等107,860

(A)2018.5～12

(B)東京ほか

(C)20人

(A)2018.5～4

(B)東京

(C)20人

(A)2018.6～3

(B)東京ほか

(C)80人

(A)2018.6～3

(B)各地

(C)80人

(A)2018.5～3

(B)様似町ほか

(C)100人

(D)不特定多数

(E)-

(D)不特定多数

(E)-

(D)不特定多数

(E)-

(D)不特定多数

(E)-

(D)不特定多数

(E)-

607

449

1 , 630

742

1 ' 111

②情報収集発信に

関する事業

協賛会員募集活動（協賛寄付金：62件493,503)

･イラスト購入410、神田祭広告掲示10,000

･オフイシヤルスポンサー募集関係者旅費72,090ほか

ジオパークマガジン(Vol.613,000部）

･Vol.6制作委託3,900,960、運搬料63,348、

契約印紙代2,000ほか

･共通費配賦（人件費40％、旅費交通費40％、事務所費50％）

(A)2018.5～4

(B)東京ほか

(C)20人

(A)2018.5～4

(B)東京ほか

(C)100人

(D)不特定多数

(E)-

(D)不特定多数

(E)-

83

7 p 641



JGN設立10周年記念事業

･記念誌資料収集委託3,044,000、

意見交換会等旅費（招聰者を含む） 336, 160

会場費7,900、取材協力謝礼70,000、契約印紙代2,000ほか

ジオパーク関連商品開発等

･企画提案募集等（検討のみ）

(A)2018.5～4

(B)東京ほか

(C)20人

一
一
一
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(D)不特定多数

(E)-

■■■■■■

－

(D)

(E)

3 , 461

－

③活動支援に

関する事業

地域支援活動

･ESDユネスコ活動3,319,081 (補助金3,318,769)

･国際連携等782,940 （招聰者側謝金等396,955）

･ジオツアー商品化等2,690,617 (島根県事業2,236,000)

･被災地支援等354,770 （四国西予、三陸）

各種要望活動
● 関係団体会議会場費等（開催なし）

(A)2018.5～4

(B)東京ほか

(C)20人

一
一
一

ｊ
ｊ
ｊ
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Ｃ
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く
Ｉ

(D)不特定多数

(E)-
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7, 147

－

④認定審査に

関する事業

認定審査手続関連（申請地域負担1, 188,000)

･JGC事務局業務（日本GP関係)、新規2地域、再審査9地域
● 共通費配賦（人件費20％、旅費交通費20％、事務所費20％）

ﾕﾈｽｺﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事業（ユネスコ国内委員会5,200,000)

･JGC事務局業務（世界GP関係)、新規0地域、再審査3地域

･人件費2,963,580、旅費交通費997,825、会議費348,366ほか

(A)2018.5～4

(B)東京ほか

(C)100人

(A)2018.5～3

(B)東京ほか

(C)100人

(D)不特定多数

(E)-

(D)不特定多数

(E)-

2 、 671

4 , 738

⑤その他目的を達成

するために必要な

事業
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書式第13号（法第28条関係）

2018年度活動計算書

2018年5月1日から2019年4月30Rまで

特定非営利活動法人日本ジオバークネットワーク

科 目 金 額

I 経常収益

1 受取会費
正会員受取会費
準会員受取会費

2受取寄附金
受取寄附金

3受取助成金等
受取補助金

4事業収益
1.普及啓発に関する事業
2.情報収集発信に関する事業
3.活動支援に関する事業
4.認定審査に関する事業
5.その他目的を達するために必要な事業

5 その他収益

受取利息
雑収益

経常収益計
Ⅱ経常費用

1 事業費
(1)人件費
給料手当
人件費計

(2)その他経費

業務委託費(事業）
諸謝金(事業）
宣伝広告費(事業）
会議費(事業）
旅費交通費(事業）
通信運搬費(事業）
消耗品費(事業）
事務所費(事業）
租税公課(事業）
支払手数料(事業）
雑役務費（事業）
雑費(事業）
交際費(事業）

その他経費計
事業費計

2管理費
(1)人件費
給料手当
法定福利費
福利厚生費
人件費計

(2)その他経費

業務委託費
諸謝金

会議費
旅費交通費
通信運搬費
消耗品費

修繕費
事務所費
保険料
諸会費
研修費
支払手数料
その他経費計

管理費計

経常費用計
当期経常増減額

Ⅲ経常外収益
経常外収益計

Ⅳ経常外費用
経常外費用計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

17,400,000

3.400,000

493.503

3,318.769

451, 170

6,557,328

2,632,955

6,388,000
0

185

0

9,446,261

9,446,261

11,046,888

214,000

561,003

790,847

6,034,876

168,546

52，349

1,809,016

10,200

34，333

30，240

10,800

70．000

20,833,098

4,808,171

1,584,129
232, 114

6,624.414

326,348

12,000

321,928

623,768

47,338

275,778
64,800

762,213

9,760

68,000

43,500

64,783

2,620,216

20,800,000

493,503

3,318,769

16,029,453

185

30,279,359

9,244,630

40,641,910

39.523.989

1, 117,921

０
０

1,117,921

70,000

1,047,921
20.586,913

21－634－RH4



貸借対照表
特定非営利活動法人日本ｼﾞｵﾊ‘－ｸﾈｯﾄﾜｰｸ

全事業所

［税込］ （単位：円）

2019年4月30日現在
《資産の部》

【流動資産】
（現金・預金）

小口現金

普通預金

現金・預金計

（棚卸資産）

貯蔵品

棚卸資産計

（その他流動資産）

未収金

その他流動資産計

流動資産合計

【固定資産】

（投資その他の資産）

保証金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産の部合計

34，270

22， 109，892

22, 144, 162

968,642

968,642

216,000

216,000

23,328,804

914,288

914,288

914,288

24,243,092

《負債の部》

【流動負債】
未払金

預り金

未払法人税等

流動負債計

負債の部合計

2,324,635

213,623

70,000

2,608,258

2,608,258

《正味財産の部》

【正味財産】

前期繰越正味財産額

当期正味財産増減額

正味財産計

正味財産の部合計

負債・正味財産合計

20,586,913

1,047,921

21,634,834

21,634,834

24,243,092



2018 ： 計算書類の注翫

穿定非営利活動法人日本ジオパ三一クネットワーク
【重要な会計方針】□
計算書類の作成は、 NPO法人会計基準(2010年7月20日 2017年12月12日 ・部改正NPO法人会計』
によっています。
(1)固定資産の減価償却の方法□

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。□
無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。□

（2）施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理□
施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算
法は「施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。□

（3）ボランティアによる役務の提供ロ

ポランテイアによる役務の提供は、 「活動の原価の算定にあたって必要なボランティアに
よる役務の提供の内訳」 として注記しています。□

（4）消費税等の会計処理□

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。□

部改正NPO法人会計基

また計上額の算

準協議会）

定方

【事業別損益の状況】□
事業別損益の状況は以下の通りです。□
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I経常収益
1．受取会費

2．受取寄付金

3．受取助成金等

4．事業収益

5．その他収益

経常収益計

Ⅱ経常費用
1．人件費

給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

2．その他経費

業務委託費

諸謝金

宣伝広告費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

事務所費

保険料

諸会費

研修費

租税公課

支払手数料

雑役務費

雑 費

交際費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額

0

493,503

0

451,170

0

944,673

654,085

654,085

1,663,146

0

207,030

200,000

1,465,138

52.238

31,423

0

226,127

０
０
０

4,000

4,184

30,240

800

0

3.884,326

4.538.411

△3.593,738

０
０
０
８
０

6.557.32

6,557,328

2,616,341

2,616,341

6,375,554

0

318,333

7,900

595,786

63,348

０
０

1,130,635

０
０
０

０
４

０
２

０
０

９
９

４
４
ワ
］

０
０

70,000

8,567,580

11,183.921

△4.626.593

０
０
９
一
○
０

3,318,76

2,632,95

5,951,724

1,904,085

1,904,085

2,684,188

24,000

35,640

54,000

2,349,324

52,960

14,688

０
０
０
０
０

2,200

16,323

0

10,000

0

5,243,323

7.147.408

△1.195.684

０
０
０
０
０

6.388.00

6,388,000

4,271,750

4,271,750

324,000

190,000

0

528,947

1,624,628

0

6,238

0

452,254

０
０
０
０

11,802

０
０
０

3,137,869

7.409.619

41.021.619

ｔ
ｆ
ｌ
ｌ
ｔ
0

０
０

0

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
0

0

0

〔

493,50を

3,318,76[

16,029,455

（

19,841,725

9,446,261

０
０

9.446.261

11,046,888

214,000

561,003

790,847

6,034,876

168,546

52,349

0

1,809,016

０
０
０

10,200

34,333

30,240

10,800

70,000

20,833,098

30.279.359

410.437.634

20,800,00(

ｔ
ｔ
く

l8f

20,800,185

4,808,171

1,584,129

232,114

6,624,414

326,348

12,000

0

321,928

623,768

47,338

275,778

64,800

762,213

9,760

68,000

43,500

0

64,783

０
０
０

2,620,216

9,244.630

11.555.555

20,800,000

493,503

3,318,769

16,029,453
185

40,641,910

14,254,432

1,584,129

232,114

16,070,675

11,373,236

226,000

561,003

1,112,775

6,658,644

215,884

328,127

64,800

2,571,229

9,760

68,000

43,500

10,200

99,116

30,240

10,800

70,000

23,453.314

39.523.989

1.117.921



【施設の提供等の物的サービスの受入れの内訳】□
施設の提供等の物的サービスの受入れの状況は以下の通りです。□

（単位：円）

【活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳】
活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の状況は以下の通りです。

（単位：円）

露
【使途等が制約された寄付等の内訳】
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。

(単柿2 「T1）

【固定資産の増減内訳】
固定資産の増減は以下の通りです。

【借入金の増減内訳】
借入金の増減は以下の通りです。

(単位：円）

【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

（単位：円）

上さ埜溌I緬春ど綴騨溌砺鳴燕癖側

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項】
・事業費と管理費の按分方法
各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当については従事割合に基づき按
分しています。事務所費については使用割合に基づき按分しています。
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活動支援に関する事業
補助金

合計

０
０

0

0

3,318,769

3.318.769

0

3,318,769

3.318.769

０
０

0
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投資その他の資産

保証金

合計

0

0

914,288

914．288

0

0

914．288

914．288

0

0

9l1,288

914.288
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合計

0

0

0

0

0

0

0

0



財産目録
特定非営利活動法人日本ｼﾞｵﾊﾟｰｸﾈｯﾄﾜｰｸ

全事業所

［税込］ （単位：円）

2019年4月30日現在

【流動資産】

（現金・預金）

小口現金

普通預金

ゆうちよ銀行

三菱UFJ銀行

現金・預金計

（棚卸資産）

貯蔵品

棚卸資産計

（その他流動資産）

未収金

その他流動資産計

流動資産合計

【固定資産】
（投資その他の資産）

保証金

投資その他の資産計

固定資産合計

資産の部合計

34，270

22, 109,892

(10,970,481)

(11, 139,411)

22,144, 162

968,642

968,642

216,000

216,000

23,328,804

914，288

914,288

914,288

24,243,092

《負債の部》

【流動負債】

未払金

預り金

社会保険等預り金

税金預り金

未払法人税等

流動負債計

負債の部合計

2,324,635

213,623

(148,760)

（64,863）

70，000

2,608,258

2,608,258

正味財産 21,634,834



」

書式第18号（法第28条関係）

2018年度年間役員名簿

2018年5月1日から 2019年4月30日 まで

特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク

役名 氏 名 住所又は居所 就任期間
報酬を受けた

期間

理事長 米田徹
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

副理事長 古川隆三郎
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

副理事長 宮下宗一郎
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

副理事長 白鳥孝
2018年5月1日

~2018年5月28日

年月 日

～年月 日

理事 桂雄三
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 坂下一幸
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 佐藤義興
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 真屋敏春
2018年5月1日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 山口昇士
2018年5月1日

～2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 西岡晃
2018年5月1日

～2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 小松幹侍
2018年5月1日

~2018年12月3日

年月 日

～年月 日

理事 中貝宗治
2018年5月1日

~2018年5月28日

年月 日

～年月 日

理事 前田終止
2018年5月1日

~2018年5月28日

年月 日

～年月 日

監事 小椋敏一
2018年5月1日

~2018年5月28日

年月 日

～年月 日

理事 熊川栄
2018年5月29日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 千葉健司
2018年5月29日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 森博幸
2018年5月29日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

理事 山岸正裕
2018年5月29日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

監事 中重真一
2018年5月29日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日

監事 山田憲昭
2018年5月29日

~2019年4月30日

年月 日

～年月 日



書式第4号（法第10条・第28条関係）

社員のうち10人以上の者の名簿

2019年4月30日現在

特定非営利活動法人日本ジオパークネットワーク

氏 名 住所又は居所

1
様似町アポイ岳ジオパーク推進協議会

会長坂下一幸

2
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

会長真屋敏春

3
糸魚川ジオパーク協議会

会長米田徹

4
南アルプス(中央構造線ｴﾘｱ)ジオパーク協議会

会長白鳥孝

5
山陰海岸ジオパーク推進協議会

会長中貝宗治

6
室戸ジオパーク推進協議会

会長植田壯一郎

7
島原半島ジオパーク協議会

会長古川隆三郎

8
恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク推進協議会

会長山岸正裕

9
隠岐ユネスコ世界ジオパーク推進協議会

会長池田高世偉

10
阿蘇ジオパーク推進協議会

会長佐藤義興

1l
白滝ジオパーク推進協議会

会長佐々木修一

12
伊豆大島ジオパーク推進委員会

会長三辻利弘




